






容量 (W) 5 

























(304頁から 305頁）によると，昭和 8(1933) 
年から昭和10(1935)年にかけて開発され，本
機の重要諸元は次のとおりです。
用 途 歩兵用等通信距離 2Km
周波数範囲 25.... 45.5 MHz 
通信機 送受信機一体型








回（転毎数分約・） 転 把 80 
電機子 5100
※41 第
昭和19年 11月製
富士電機製造株式会社
（製作番号 444387) 
重量約 4kg 
この送受信機は昭和14年12月製ですから改
良されたものでしょう。
携帯用のためには電源にも特徴があって， 1 
人の手で回して電源が得られるようになった発
電機が用意されています。
本学前身校の無線電信講習所の学生は昭和19
年 4月以降終戦まで海軍予備練習生または陸軍
予備生徒としてそれぞれ軍籍に編入されて，陸，
海及び空で活躍しました。
昭和18年ころまでの卒業生の中には，専門の
無線通信の分野に限らず従軍している方がおり
ましたようですので，あるいはどこかでこすげら
の機器に関係された方もあるのではないかと思
います。いずれにしても「軍事秘密」と朱文字
のラベルのある機器は本学でも珍らしい存在で
す。
ヽヽ
（本学名誉教授宮坂武芳）
